
ポイント ポイント解説

滋賀 ① ⼭上庚申道道標

甲賀市⽔⼝町三本柳
よく⽬⽴つ⼤きな道標である。嘉永四年に建⽴された道標の上部には、⾒ざる聞かざる
⾔わざるの姿をした3匹の猿の⽯像彫刻を⾒ることができる。
道標は杣川沿いの杣街道と、⽔⼝三本柳から信楽へ通じる信楽街道の接点に⽴ってい
る。
参考⽂献『近江の道標』（⽊村⾄宏）

②
旧東海道中⼭道追分
道標

草津市草津1丁⽬3
⽇本の幹線道の東海道と中仙道の分岐点には常夜燈型の道標がある。道標には上部に⽊
製の⽕袋を置き、下⽅には⼆段の基壇を設けている。
参考⽂献『近江の道標』（⽊村⾄宏）

③ ⽥上不動寺道標

⼤津市瀬⽥⼆丁⽬
川唐橋東詰に、美しい⽩川⽯に⼤きな書体で「⽥上太神⼭不動尊」と刻まれている。道
標には京都、⼤阪の施主名とともに京都⽩川と地元の⽯⼯の名が刻まれている。
参考⽂献『近江の道標』（⽊村⾄宏）

京都 ④ ⼤原⼝道標

京都市上京区表町38-2
⼤原⼝は、北は⼤原から若狭への街道、東は⽩川越（⼭中越）につながる交通の拠点
で、南と⻄は京の市街地へとつながる重要な辻の道標。慶応4年（1868年）に地元の19
名により⽴てられ、22か所の⾏先が記されている。

⑤ 北⽩川⻄町道標

京都市左京区北⽩川⻄町83-4
豊⾂秀吉を負かした伝説の観⾳さんとして知られる「⼦安観世⾳」の脇にあり、嘉永2
年（1849年）に建てられた。現在は京⼤の施設で分断されているが、志賀越え（⽩川
道）と東⻄の現・今出川通との追分（分岐点）。

⑥ ⼤和街道・京街道 道標

京都市伏⾒区豊後橋町763
豊⾂秀吉が⽂禄5年(1596年）、⼤阪と伏⾒の城を結ぶ⽂禄堤を整備、これが京街道と
なった。道標は、京街道・⼤和街道を⽰しており、豊後橋（観⽉橋）が昔は⼤和街道の
要所であったことが伝わる。
道標設置年代は不明。

⑦ 奈良街道の仏道標

宇治市六地蔵札ノ辻町
⻑坂峠は⽊幡から炭⼭に抜け、炭⼭⼥⼈堂、岩間寺へと通じる峠道で、⻑坂峠に⻑坂地
蔵が祀られており、⼥⼈巡礼の道として賑わっていたと云われる。設置は天保3年
（1832年）。

⼤阪 ⑧ 京街道及び⼤和街道道標

⼤阪市都島区東野⽥2丁⽬9-21
⻄⾯ 左 京みち
南⾯ 右 ⼤和
東⾯ ⽂政九丙戌年九⽉吉⽇
北⾯ 右 ⼤坂
もともとは違う場所にあり、移設されたと思われる。

⑨
暗越奈良街道道標（中道
⼋坂神社参道）

⼤阪市東成区中道4丁⽬9-16
南⾯ 暗越奈良街道 距⾼麗橋元標 壱⾥
北⾯ 明治三⼗五年七⽉ ⼤阪府

⑩
⾵除⾵天尊道標 （清⽔
寺）     熊野古道

⼤阪市天王寺区伶⼈町2
北⾯ ⾵除⾵天尊 右指差像
南⾯ ⼦育地蔵尊
⻄⾯ ⼤阪市南區⽇本橋 寄付 湊川つぎ
東⾯ 浪速 清⽔寺

旧街道に点在する道標は、現在のようなナビのない時代に旅⼈を安全に⽬的地に導くものでした。古の旅⼈にこころを寄せながらポイントを訪れて下さい。
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⼤阪 ⑪ ⿓⽥越奈良街道道標

⼤阪市天王寺区逢坂2丁⽬8
⻄⾯ すぐ 天王寺 平野 藤井(寺) 左 松屋町 ⼋軒家 天満天(神)
南⾯ 明治丗年⼗⼆⽉ 天王寺茶⾅⼭ 観⾳寺住職 松岡良(⾳)
祝 静明上⼈⼋⼗⼋歳達之
東⾯ 右 ⼆ツ井⼾ ⼋軒家 天神(社) すぐ 今宮 ⽊津 なん(ば)
北⾯ 右 今宮 ⽊津 なん(ば) 左 天王寺 平野 道明(寺)

和歌⼭ ⑫ 内原の題⽬塔道標
和歌⼭市紀三井寺280から踏切寄り（県道135北側）
きみゐてら⼤⾨まで⼋町。⾼さ230㎝。寛政8年（1796年）

⑬ ⽯敢塔（イシカントウ）
御坊市湯川町⼩松原166・147・118番地の間の三叉路に案内板あり
丁字路で直進してきた魔物を破砕する⽯碑。和歌⼭県ではこの2か所しかない。⺠家の
塀に半没（江⼾期）。

⑭ ⼤川の国境⽯
⼤阪府泉南郡岬町多奈川⼩島815 県道65号岬加太港線海側 ⼩島養⿂場南
淡島街道 紀伊国国境道標 ⾼さ90㎝⾃然⽯（⽂政8年1811年）

兵庫 ⑮ ⼈丸前 道標

明⽯市天⽂町1-3-4   明⽯市国道⼆号線⼈丸前交差点
（東⾯） 右⼈磨⼭三丁 （⻄⾯）左⼈丸⼭三丁
（南⾯）正⼀位柿本⼤明神道
（北⾯） 萬延元年庚申建之  （1860年）
⼈磨⼭⽉照寺へ向かう道標とみられる。

⑯ 上滝野地区の道標

加東市上滝野291 闘⻯灘近く
1682年（天和2年）上滝野の庚申講（こうしんこう）の⼈々によって建てられたもの
で、道標としては、加古川流域で最古。右たんは（丹波） 左のま⾕（⻄脇市の野間
⾕） とあり、滝野の地が昔から丹波と播磨各地への交通の結節点であったことを⽰し
ている。

⑰ 調整中 後⽇公開します

奈良 ⑱ 榛原檜牧の供養塔道標（伊
勢本街道）

宇陀市榛原檜牧145
寛⽂4年（1664）⽯道標(⾃然⽯）
右⾏ いせみち 寛⽂四年
中央⾏ 奉供養順禮同⾏⼗⼆⼈
左⾏ やまみち ⼗⽉⼗五⽇
とあり、各⾏の上に阿弥陀三尊を⽰す梵字が彫られている。紀年銘のある道標（丁⽯を
除く）中奈良県で最古の道標。

⑲
川原の供養塔道標 （橘
街道・岡道）

⾼市郡明⽇⾹村川原
右 お(於)かみち 寛⽂⼗三年 中央に観⾳菩薩の種⼦”サ”の梵字 ⻄國州三番供養 左
はせみち ⼋⽉⼗⼋⽇
川原寺跡の南⻄⾓に⽴ち明⽇⾹村で最古、奈良県で⼆番⽬に古い⾃然⽯、⽯英閃緑岩の
道標で、庚申塔と並んでいる。
寛⽂13年（1673年）

⑳ 奉膳の道標

御所市奉膳 落合橋東詰
［東⾯］（⽕袋開⼝部）左 ⼤峰
［南⾯］（⽉形⽳）右  ⼤坂
［北⾯］丸⽳） 右 かうや
［⻄⾯］（⽕袋開⼝部）⻘⿓、⼤坂せ（世）んば（者"）
巨瀬街道の追分に⽴つ笠付き灯篭型⽯道標。南⻄への道は重阪峠をへて五條・和歌⼭へ
通じる中街道（⾼野街道・紀州街道）。南への道は下市から吉野⼤峰へと通じる下街道
（⾞坂峠越・吉野街道） 江⼾期


